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市消費生活基本計画策定に係るアンケート調査
　栃木市消費生活条例第 8 条に基づき、市消費生活基
本計画を策定するに当たり、市民の皆さんの消費生活に
関する意識や実態を把握し、施策に反映させることを目
的に、昨年 11 月に年代別に無作為に抽出した 5,000 人
を対象に調査を行いました。
　その結果の一部をお知らせします。

対象者（人） 回収数（人） 回収率（％）
5,000 1,666 33.3

調査結果より　消費者行政の市民満足度と栃木市消費生
活センター認知度（仕事の内容）
　消費者行政の市民満足度は、満足している方が 20.6%
で、平成 23 年度県民満足度調査の 33.5% を下回って
います。市総合計画では目標値を 50.0% としていま
す。また、市消費生活センター（仕事の内容）認知度は
45％と低い値です。
　この結果は、策定予定の ｢栃木市消費生活基本計画｣
の取り組みに十分反映していきます。ご協力ありがとう
ございました。

※調査結果の詳細は、市ホームページで公表しています。
ご覧ください。　　　　　　  市民生活課☎ 21-2145

◎蔵タク
利用登録者数（人）

平成 25 年 3 月末現在 11,851
1 日平均利用者数（人 / 日）

平成 25 年 1 ～ 3 月平均 235.1
◎ふれあいバス

                項　目

路線名

1 日平均
利用者数
（人 / 日）

平均乗車
密度※

平成 25 年
1 ～ 3 月

実績値
平成 25 年

1 ～ 3 月平均
寺尾線 116.1 1.2
市街地循環線 49.2 1.1
市街地北部循環線 78.5 2.1
部屋線 104.8 1.6
真名子線 43.8 0.9
金崎線 18.1 0.5
大宮国府線 12.0 0.3
皆川樋ノ口線 30.0 0.5
藤岡線 33.7 0.5

※
平
均
乗
車
密
度
：
始
点
か
ら
終
点
ま
で
平
均
し
て
常
時

バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
数
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
通
勤
・

通
学
・
通
院
・
買
い
物
な
ど

の
日
常
生
活
の
足
を
確
保
す

試
行
運
行
実
施
状
況

る
と
と
も
に
、
新
生
栃
木
市

の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
蔵
タ
ク
」

及
び
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の

試
行
運
行
を
実
施
中
で
す
。

１
～
３
月
分
の
利
用
実
績
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

蔵
タ
ク
及
び
ふ
れ
あ
い
バ

ス
は
、
平
成
25
年
度
末
ま
で

の
試
行
運
行
期
間
中
に
、
利

用
状
況
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
・
ご
要
望
を
踏
ま
え

て
運
行
内
容
の
見
直
し
・
改

善
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
平
均
乗
車
密
度

が
常
時
１
・
０
を
下
回
る
場

合
は
、
廃
止
も
含
め
て
見
直

し
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
日
常
生
活
や
市

内
散
策
の
足
と
し
て
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

交
通
防
犯
課 

　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
１
７
０

巴
波
川
一
斉
清
掃
に
協
力
を

◆
日
時　

７
月
28
日
（
日
）　

７
時
～
８
時

◆
場
所　

蟹
田
橋
（
大
町
）
～

Ｊ
Ｒ
両
毛
線
高
架
橋

◆
主
催　

河
川
愛
護
会
、
自
治

会
連
合
会
、
地
域
ク
リ
ー
ン
推

進
員
連
合
会

◆
協
力
団
体　

栃
木
市
建
設
業

協
同
組
合

◆
問
合
先　

栃
木
市
河
川
愛
護

会
事
務
局
（

 

河
川
緑
地
課

内
）
☎
21
‐
２
２
４
６

「
ク
リ
ー
ン
大
平
」
の
実
施

　

７
月
～
８
月
に
、
大
平
地
域

各
地
で
「
ク
リ
ー
ン
大
平
」（
道

路
・
空
き
地
及
び
公
園
等
の
清

掃
並
び
に
草
取
り
等
）
を
実
施

し
ま
す
。
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は

自
治
会
長
及
び
ク
リ
ー
ン
推
進

員
の
指
示
の
も
と
安
全
第
一
で

実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐
９
２
１
１

文
化
財
現
地
調
査
を
実
施

　

市
内
全
域
の
城
跡
及
び
栃
木

地
域
の
石
碑
類
に
つ
い
て
、
調

査
員
（
調
査
員
証
携
帯
）
に
よ

り
所
在
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

私
有
地
に
立
入
る
場
合
も
あ

り
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
１
日
（
月
）
～

７
月
は
河
川
愛
護
月
間

　

河
川
は
、
私
た
ち
の
大
き
な

財
産
で
あ
り
、
地
域
社
会
に
憩

い
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
地
元
自
治
会
を
は
じ
め
、

多
く
の
み
な
さ
ん
が
草
刈
り
や

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
一
方

で
、
依
然
と
し
て
ご
み
の
不
法

投
棄
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

川
の
環
境
を
守
り
、
美
し
い

せ
せ
ら
ぎ
を
い
つ
ま
で
も
残
せ
る

よ
う
、
河
川
の
美
化
と
愛
護
に

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

河
川
緑
地
課 

☎
21
‐
２
２
４
６

 

都
市
整
備
課 

☎
43
‐９
２
１
４

 

都
市
建
設
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
建
設
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
４
月
30
日
現
在
、
総
額
は

８
５
，
７
８
９
，
７
１
２
円
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

ま
す
。　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

石
川　

猛
／
栃
木
幼
稚
園
父

母
会

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
３

ア
ダ
プ
ト
制
度
に

　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

ア
ダ
プ
ト
制
度
は
、
個
人
や

団
体
、
企
業
等
の
グ
ル
ー
プ
が

道
路
・
河
川
・
公
園
の
公
共
施

設
で
清
掃
や
美
化
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
市
民
参
加

の
制
度
で
す
。

　

市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の

加
入
や
清
掃
用
具
等
の
貸
出
等

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

き
れ
い
で
住
み
よ
い
街
づ
く

り
の
た
め
に
、
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

～
ア
ダ
プ
ト
制
度
の
流
れ
～

①
市
へ
問
い
合
わ
せ
を
す
る

②
市
と
協
議
を
し
て
活
動
区
域

を
設
定
し
、
届
出
書
を
提
出

③
市
と
合
意
書
を
取
り
交
わ
す

④
市
と
協
議
し
な
が
ら
清
掃
活

動
を
行
う

 

道
路
課 　

   

☎
21
‐２
６
３
８

 

河
川
緑
地
課 

☎
21
‐２
５
５
９

３
月
31
日
（
月
）

◆
場
所　

市
内
全
域

◆
対
象　

城
跡
・
石
碑
類

 

文
化
課       

☎
20
‐
１
０
８
９

小･

中
学
校
へ「
本
寄
贈
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
23
日
、
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
な
み
ず
き
（
高
久
文

江
代
表
）
様
よ
り
、市
内
の
小
・

中
学
校
40
校
に
「
ア
ニ
メ
路
傍

の
石
」の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
会
が
今
年
度
「
山
本
有
三

先
生
の
精
神
で
い
じ
め
０
（
ゼ

ロ
）
を
目
指
し
て
活
動
す
る
に

あ
た
り
、
山
本
有
三
先
生
の
考

え
を
子
ど
も
た
ち
に
も
広
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
協
賛

金
や
イ
ベ
ン
ト
バ
ザ
ー
の
益
金

等
で
本
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
児
童
生
徒
に
紹
介

し
た
後
、
本
の
貸
し
出
し
等
で

山
本
有
三
先
生
の
考
え
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

学
校
教
育
課 

☎
21
‐２
７
０
８

　

７
月
21
日
（
日
）
は
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
で
す
。

◆
投
票
時
間

　

７
時
か
ら
20
時
ま
で
。

　

た
だ
し
栃
木
第
28
投
票
区
投

票
所
・
出
流
町
公
民
館
・
藤
岡

第
７
投
票
区
投
票
所
・
北
川
辺

ス
ポ
ー
ツ
遊
学
館
及
び
西
方
第

７
投
票
区
投
票
所
・
真
上
集
落

セ
ン
タ
ー
は
18
時
ま
で
。

　

投
票
日
当
日
、
用
事
等
で
投

票
所
に
い
け
な
い
方
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
場
所
及
び
日
時

　

栃
木
市
役
所
及
び
各
総
合
支

所
７
月
５
日
（
金
）
か
ら
20
日

（
土
）
８
時
30
分
か
ら
20
時
。　

大
宮
・
皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・

国
府
の
公
民
館
７
月
５
日（
金
）

か
ら
19
日
（
金
）
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30
分

か
ら
17
時
。

※
県
の
指
定
し
た
病
院
等
に
入

院
中
の
方
は
、
そ
の
施
設
で
投

票
で
き
ま
す
。

◆
投
票
で
き
る
人

▽
年
齢　

平
成
５
年
７
月
22
日

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
お
知
ら
せ

ま
で
に
出
生
し
た
人

▽
住
所　

平
成
25
年
４
月
３
日

ま
で
に
市
に
住
民
登
録
し
た
人

◆
投
票
所
入
場
券
は

　

各
世
帯
あ
て
郵
送
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
は
、
４
名
連
記

式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
開
い
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
も
し
、
紛

失
し
た
場
合
や
届
か
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
投
票
で
き

ま
す
。

◆
代
理
投
票
・
点
字
投
票

　

身
体
の
障
が
い
に
よ
り
、
投

票
用
紙
を
書
く
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
投
票
所
の
係
員
が
代
筆

し
ま
す
。
ま
た
、
目
の
不
自
由

な
方
は
、
点
字
投
票
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
交
付

さ
れ
て
い
る
方
、
介
護
保
険
被

保
険
者
の
方
で
、
投
票
所
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
自

宅
で
郵
便
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

前
記
の
対
象
者
で
、
上
肢
・

視
覚
の
障
が
い
程
度
が
１
級
の

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管

理
委
員
会
の
委
員
長
に
届
け
出

た
方
（
選
挙
権
を
有
す
る
者
）

を
代
理
人
と
し
て
投
票
に
関
す

る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
郵
便
投
票
の
請
求

は
、
７
月
17
日
（
水
）
ま
で
で

す
。
手
帳
の
等
級
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
郵
便
投
票
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
早
め
に
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
選
挙
公
報
は

　

配
布
時
期
の
ば
ら
つ
き
を
な

く
す
た
め
、
市
内
一
斉
に
新
聞

（
朝
刊
）
に
折
り
込
ん
で
配
布

し
ま
す
。
市
役
所
・
総
合
支
所
・

各
公
民
館
な
ど
市
の
施
設
に
も

備
え
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
に
手
を

ふ
れ
な
い
よ
う
に

　

市
内
各
所
の
公
営
ポ
ス
タ
ー

掲
示
板
に
貼
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー

を
破
っ
た
り
、
汚
し
た
り
す
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、破
れ
た
ポ
ス
タ
ー
や
、

こ
わ
れ
た
掲
示
板
を
見
つ
け
た

と
き
に
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
開
票　

　

７
月
21
日
（
日
）
栃
木
市
総

合
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

◆
投
票
所
変
更
の
お
知
ら
せ

　

藤
岡
地
域
の
東
原
・
内
町
自

治
会
の
方
は
、
藤
岡
地
区
公
民

館
か
ら
藤
岡
総
合
支
所
に
、
仲

町
、羽
黒
、下
町
、新
町
、鹿
島
、

城
山
‐
１
、
城
南
、
城
山
‐
２
、

南
山
‐
１
、
南
山
‐
２
自
治
会

の
方
は
、
藤
岡
遊
水
池
会
館
に

投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
21

‐
２
６
３
１

作
品
す
べ
て
が
初
公
開

「
新
収
蔵
品
展
」
開
催

　

５
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
の

４
日
間
、「
市
『
新
収
蔵
品
』
展
」

が
栃
木
文
化
会
館
展
示
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
外
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
喜
多
川
歌
麿
、
歌
川
広
重
ら

の
浮
世
絵
版
画
や
飯
塚
小
玕
斎

の
竹
工
芸
品
、
市
が
収
集
し
た

市
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
な
ど

36
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

会
期
中
１
，
１
９
２
人
の
方

が
会
場
を
訪
れ
、
美
術
鑑
賞
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 

文
化
課  

☎
20
‐
１
０
８
９

栃
木
中
央
小
学
校
に

災
害
用
井
戸
を
寄
贈

　

栃
木
市
公
認
管
工
事
業
協
同

組
合
様
の
創
立
40
周
年
記
念
と

し
て
、
栃
木
中
央
小
学
校
に
災

害
用
井
戸
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。

　

寄
贈
さ
れ
た
災
害
用
井
戸

は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に

よ
る
断
水
時
で
も
、
井
戸
水
を

利
用
で
き
る
手
押
し
式
の
ポ
ン

プ
井
戸
で
、
日
ご
ろ
か
ら
使
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
市
で
は
、
災
害
用
井

戸
の
維
持
管
理
を
行
い
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

危
機
管
理
課 

☎
21
‐
２
７
０
３


